
８０日間（授業日のみの日数）の二学期も終了です。今学期は文化祭をはじめ、

松明あかし、合唱祭、支部駅伝大会、新人戦大会など大きな行事が目白押しでし

たが、そのひとつひとつを経験する中で、子どもたちは大きく成長してくれまし

た。あらためて小塩江中学校生の持つ可能性の大きさとそれを発揮するための努

力の積み重ね、それを支えてくださる保護者の皆様や地域の方々のご協力・ご支

援に敬意を表し、感謝申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。

３学期始業式は１月１０日（火）です。子どもたちには１８日間の冬休みの間、

悔いのない生活を送ってほしいと願っております。２学期の始業式に、計画に沿

った夏休みの生活を送ることができたかを生徒たちに聞いてみたところ、自分で

計画通りに生活し、目標を十分達成できたという子どもたちはあまりいなかった

ようです。この冬休みには、二学期の学習内容の復習、部活動、読書、体力作り、

家の手伝い等、充実した生活ができるようご家庭でもお声がけをお願いします。

風邪や体調不良の時ついつ
いお世話になってしまう薬。いまや
薬と無縁というわけにはいきません。
薬の使用に対しては、正しい知識と
その利用が大切です。「薬物」とは

何か、心身に与える影響や危険性について、アイランド薬局の薬剤師、菅野義晃さん
にお話をしていただきました。

「授業参観・人権啓発セミナー･学級懇談」
ご来校ありがとうございました。

１２月９日（金）に授業参観・学級懇談会・人権啓発

セミナーを実施しました。参観授業は１年生は数学、２

年生は国語、３年生は保健体育の授業でしたが、お子さ

んたちの様子はいかがだったでしょうか。今学期も子ど

もたちはみな授業には真剣に取り組み、成果を上げてき

ています。しかし、その取り組む姿に若干の個人差があります。家庭学習の質や量に差が生じ、

その差が次第に大きくなってくるのです。学校でも指導は繰り返しておりますが、各ご家庭で

も学習環境の整備や学習時間の確保、忘れ物をしないようなお声がけをよろしくお願いします。
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二学期無事終了
充実した冬休みを！

ＰＴＡ授業参観（１２／９）人権啓発セミナー

薬物乱用防止教室（１２／５）



１２月１２日（月）帰りの学級活動終

了後、校舎周辺および通学路の落ち葉

掃きを行いました。全校生で校地内外

の大量の落ち葉をかたづけました。集

めても集めても出てくる枯れ葉にうん

ざりしながらも、みんな一生懸命に作

業をし、とてもきれいになりました。

◆しめ飾りつくり◆

１４日(水)には、地域の
方を講師にお迎えして、新
年を迎えるための「しめ飾
り」を全校生で作りました。

全員、わらと格闘しながらも気持ち
のこもったすばらしいしめ飾りができ
あがりました。特に、３年生は３度目の経験だけあって、手際よく作成し、１年
生にこつを教えてくれていました。講師の並木金幸様、田母神洋一様、ありがと
うございました。

もうすぐ２学期終了です。８０日間という長い期間でしたが、がんば

ってきたこと、できなかったことなどを振り返り、まとめてみることが

大切です。さて、いよいよ冬休みです。「新年の志を持って」「一年の計

は元旦にあり。」といいますが、新たな年の初めに目標やめあてを持つことが、そ

の年の充実度を左右します。夢に向かって、具体的に計画を立てて確実に一歩が

踏み出せるとよいと思います。

この冬休みはぜひ「家族の一員としての役割」を果たしてください。それぞれ

の家によって新年を迎える行事は違うと思いますが、家族の一員として協力して

新年を迎えてほしいと思います。

事件事故に遭わないよう十分に注意し、三学期、決意に満ちた明るい笑顔でス

タートできることを期待しています。１月１０日の始業式に、また元気で会いま

しょう。

落ち葉はき（１２／１２）

放射線教育（１２／１９）

第二学期終業式（本日１２／２２）

須賀川養護学校との交流会（１２／１４）（しめ飾りつくり）

ご指導をしてくれた並木さん（左）田母神さん（右）

神戸学院大学：磯部久美先生（左）

原発事故以来、根拠のない風評被害が少なからず
あります。
きちんとした知識を身につけ、自分からも発信

できれば、無用な風評被害を被ることはありませ
ん。県の除染情報プラザに依頼して、環境省除染
情報プラザの放射線専門家派遣講師で神戸学院大
学の磯部久美先生から放射線についての専門的な
お話と、須賀川市原子力災害対策課の平川昭二さ
んから本市の除染等の状況についてお話をしてい
ただきました。自分たちできちんとした情報を持
つことが大切ということでした。

須賀川市原子力災害対策課:平川昭二さん（右）


